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1. 概要 

道路の橋やトンネル等の施設について、その現状や、永く安全に使うための定期的な

点検や修繕の取り組みを皆様にご紹介することを目的に「道路の老朽化対策」のパネル

展を開催します。 

お子様向けにもわかりやすく老朽化対策の取り組みを紹介した「橋をまもる」パネル

も展示します。 

 

2. 開催場所 

●場所：「道の駅」朝霧高原 (静岡県富士宮市根原字宝山 492-14) 

●実施時期：平成３０年４月２７日（金）～平成３０年５月２５日（金） 

※詳細については、下記問合せ先へご確認頂きますようお願い致します。 

 

3. 資料 

別紙（パネル展の趣旨、今後の予定、パネル展一例、静岡県道路メンテナンス会議とは） 

 

4. 配布先 

静岡県政記者クラブ、富士宮市記者クラブ 

 

5. 問い合わせ先 

国土交通省 中部地方整備局 静岡国道事務所 副所長 山田
や ま だ
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総括保全対策官 太田
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        電話（054）250－8908  ファックス（054）250－8911 

 

「道路の老朽化対策」パネル展を開催します 

～道路施設を次世代に引き継ぐために～ 



○パネル展の趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     
 

 

 

○パネル展実施予定（静岡県道路メンテナンス会議中部地域部会内） 

設置場所（予定） 実施時期（予定） 

「道の駅」宇津ノ谷峠 平成 30 年６月 

 

○展示パネル（一例） 
            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「静岡県道路メンテナンス会議」とは 
静岡県内の全ての道路管理者が連携・協力し、道路メンテナンスを推進するため、平成２６年に設

立され、点検の計画的な推進、自治体への支援等、様々な意見調整・情報共有を行い、継続的なメン

テナンスサイクルの推進に取り組んでいます。 

 

[構成員] 中部地方整備局（道路部、直轄事務所）、地方公共団体（静岡県、３５市町村）、 

中日本高速道路(株)、静岡県道路公社 

高度経済成長期に集中的に整備された道路施設は、急速に老朽化が進むことが確実で、その対策は

喫緊の課題となっています。 

道路は、国民の財産であり、少しでも長く使えるように、きめ細かい点検と修繕を行って次世代へ

引き継いでいくことが必要と考えています。 

一方で、多くの道路施設を管理する地方公共団体は、予算・人員・技術の面で課題を抱えています。 

具体的には、中部地方整備局が管理している橋梁で、建設後５０年以上を経過した橋梁の割合は、

２０１７年３月現在２３％ですが、今後２０年後には６８％まで急激に増加することや、厳しい日本

の環境条件などにより橋梁が損傷している現状、また、点検方法や損傷の事例を紹介し、メンテナン

ス会議など道路管理者が連携している状況を紹介しております。 

そのような道路施設が置かれている状況や道路の老朽化対策の取り組みについて、広く皆様にご紹

介するためパネル展を実施いたします。 

別紙 

中部地方整備局の管理橋梁 
（橋長２m 以上対象、２０１７年３月末時点） 

50年以上経過 

1,246 橋 

 

50年以上経過 

2,649 橋 

 

50年以上経過 

3,716 橋 

 23% 

68% 
48% 

 

 

 

現在 

（２０１７） 
１０年後 

（２０２７） 

２０年後 

（２０３７） 

「道路の老朽化対策」パネル 「橋をまもる」パネル 


